
【ＤＯ（実施）】

令和 元 年度 施策評価表

施策担当部等 教育委員会 部長 吉村 武史
施策担当課等 文化振興課 課長 大野 安生

基本計画における目標値
H28目標値 H29目標値 H30目標値 R1目標値 R2目標値 H30年度

施策 0301 文化財の保護・活用・継承

施策の方針
貴重な歴史遺産である文化財の保護・活用や、各地域で継承されてきた民俗芸能等の保存・継承を推進
する。また、歴史資料館の整備を行い、郷土の歴史に触れる機会を創出する。

指標名 単位
基準値
（H26） H28実績値 H29実績値 H30実績値 R1実績値 R2実績値 達成率 進捗率

49 50 50 50 50

7,000 3,000 - 12,000 20,000

48.0 48 50

20 20 21 21

施策達成状況の説明

施策経費
H30年度 R1年度 R2年度

⑤

特記事項

指定文化財の数は、昨年度新たに有形文化財2件の指定を行った。現在、福重周辺に分布する中世石仏の再調査に着手し、一部は今年度
の指定を目指す。
芸能保存団体の数は、達成した目標値を維持している。
歴史資料館は、10月の開館に向けて閉館中のため目標値を設定していない。

決算 予算 見込

事業費 711,200 453,031 56,297

国庫支出金 223,451 34,711 7,500

（単位:千円）

県支出金 1,530 1,400 1,501

地方債 395,700 222,000 0

その他 0 0 1,280

030101 文化財の保護・活用

本経寺や旧円融寺庭園をはじめとする歴史遺産を後世へ継承するため、文化財の計
画的な調査・研究、保存に努め、重要なものについては文化財指定を進め、保護を
図ります。
また、文化財は個人所有のものも多く、その保護には市民の理解、協力が必要とな
ることから、その存在や価値を広く周知するための情報発信・活用を進めます。

030102 民俗芸能等の継承

伝統文化を受け継ぎ、郷土を愛する教育の推進を図るため、国指定重要無形民俗文
化財に指定されている「大村の郡三踊」（寿古踊・沖田踊・黒丸踊）をはじめとす
る民俗芸能や伝統行事について、後継者や指導者の育成支援や記録保存を行いま
す。

030103 郷土教育の充実

多くの市民が郷土の歴史に関心を持ち理解を深めることができるよう、郷土史講演
会などを開催します。
また、小・中学生の頃から郷土史に詳しく触れる機会を設け、郷土愛の醸成を図り
ます。

030104
大村市歴史資料館（仮
称）の整備

郷土の歴史に触れ、貴重な歴史遺産を後世に伝える施設として、県立・大村市立一
体型図書館（仮称）に併設して新たな歴史資料館を整備します。

① 指定文化財の数 件 48 100.0% 100.0%

② 芸能の保存団体数 団体 19 100.0% 95.5%
21.0 21 21

22

③ 大村市歴史資料館の年間入館者数 人 6,787 － －

④

7,554 3,911

施策の概要

一般財源 90,519 194,920 46,016

人件費 33,447 36,998 -

フルコスト 744,647 490,029 -

内
訳



【ＣＨＥＣＫ（評価）施策担当部長】

【ＣＨＥＣＫ（評価）評価調整委員会】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

令和２年度新規事業

0

対象・事業概要など
事業費（千円）

1 なし

施策を達成
する上での
問題点・課
題

今年度から中世石仏の指定を図っていく予定であるが、指定によって、文化財的価値を広く知らせることができる。しかし
ながら、仏像は全国的に盗難や損壊の問題が発生しており、特に長崎県内においては所有者の管理の限界から、盗難被害が
発生している。文化財指定によって価値が広く知られるようになれば、同様の事態が発生する可能性がより高まるため、こ
れを避ける方策を指定に併せて考える必要がある。

問題点・課
題を踏まえ
た施策構成
事務事業の
改善・改革
や新規事業
についての
考え方

事業名（仮称） 担当課

一部の仏像は小型で持ち運びが容易である。盗難に遭いにくい屋内保管等の状況であれば指定は所有者の同意次第となる
が、屋外に野ざらしの場合、屋内保管又は譲り受けを前提に指定を進めなければならないため、いずれもできない場合は、
しばらく指定しないことも視野に入れている。

R2年度見込

4

5

2

3


